
 

Instructions for use

Title 13世紀の会計の発展:Florenceの会計帳簿を中心として

Author(s) 早川, 豊

Citation 北海道大學　經濟學研究, 26(1), 59-88

Issue Date 1976-03

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/31337

Type bulletin (article)

File Information 26(1)_P59-88.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


r59J59) 

1 3世紀の会計の発展

Florenceの会計帳簿を中心として一一
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13世紀の余計の験簿や資料の理解にはその前援として13世紀の社会経済的

る必要がある。歴史研究家 J.C. Corbett 誌によると13没紀を

「宗教的，政治的，経済的思的のためのギルドの組織と紫幣経済の発達及び

経済拡大績に賭した新しい企業形態が繁栄したj世記としてとらえている。

もちろん，こうした発達・繁栄は12役紀から繭芽が見られ， 13世紀に実を踏

んだとしている。

飽方，これとは反対に r13世紀中に封建舗と荘関慾tlはその瑛点に選し，以

後衰還しはじめた」のである。封建舗を支えていた荘圏の表選と都市経済~の

勃興とは表裏一体の関係であったのである。

経済の発達は，かくして，各階層に大きな影響をど及ぼすこととなったd

とえば「資族たちは政府が主に剣にたよっていた無法の時代には必要であっ

たけれども，複雑な財務歩行政問題が増犬する中では専拘家に処理念まかそ

る必要があったため徐々に無用になって会たjというように貴族の活躍の場

が失なわれていき，また，騎士kにおいても「兵役免除税をど支払うことが許さ

れJたため，その税の支払いに鱗を出し他方，使用者保である

「議11紋された傭兵を野んだ」ため益々騎士の存在儲f疫が簿らいでいった。ま

た，農民も従前の自給鼠足経済に満足4まず，新市場へ;段濯物の販売に出かけ

たり，盤労働に出かけ所得の増大をはかった。

かくのご守とく経済の発遠はs 貴族，騎士，農民に大~な影響を与え，他方，

Jをの月rr量産として中間の構級，すなわち務人及び殺人からなる中産暗級が12役
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紀および13世紀に出現した。中産階級が増大するや彼らは古い封建制社会に

そぐわなかったため国王から経済的政治的自由を買収あるいは暴動によって

求めるようになった。かくして，イタリー， ドイツ，フランス及びイギリス

でさまざまの程度の自由都市が誕生することとなった。本稿で取りあげる

Florenceも買収により自治都市になったので、ある。

自治都市の経済生活は商人及ひ、職人たちによって自分たちの利害や自分た

ちの都市の利害を保護するギノレドによって管理された。ギノレドによって品質，

価格，賃金の標準が決められたほか，宗教的社会的制度にもギノレドが関与し

た。:例えば，これによって病院を建てたり，賓固な仲間を世話したり，宗教

的祝祭日を祝ったりした。このようにギノレドにより支えられた自治都市はヨ

ーロ γパ各地で誕生することとなった。中でも 112世紀の期間中， Flanders 

地方の諸都市が中世世界の主たる経済的中心地の一つであった」とされてい

る。この地方は英国から大量の羊毛を輸入L，羊毛及び布地をヨーロッパ全

土に配給した。 Florenceを始めとするイタリー諸都市へは Flanders地方か

らブラシス北東部の Champagne地方の定期市を経由して羊毛，布地が取引

されたので，その定期市は当時，世界最大のものとなっていた。本稿で取り

あげる会計帳簿の中には Champagneの定期市に関係しているものも見られ

る。

経済の発達は企業の発展に導ひ、かれ，当時 partnership企業を大きく成

長せしめた。この partnership企業の成長は実に複式簿記の誕生の最も大き

な要件の一つである。そこで，これがどのように成長発展していったかを見

てみる必要があろう 0- H. Heatonによると partnership企業も単純小規模

なものから複雑大規模なものに発展していったわけで、あるが，それらは次の

三つの基本形態を辿って発展していったとしている。すなわち，

イ COMMENDA

「一人の partnerが資本を出資し，他のものは仕事をした。前者は自分の資本の損

失の危険を負担じ，後者は荷物を運び，旅の疲れをし遭難，海賊，山賊の危険をお

かじ，企業が失敗すると自分の労働応対して無報酬の危険をl負担した。もし成功する
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と，資本家が利益の4分の3，商人は4分の 1を受け取った。JHeatonによるとこの

COMMENDA企業は古代パピロニアから由来するとし， 1100年までにイタリア諸都

市に普及した去されている。これはー航海毎に商人に資本を託する (comma叫のが

普通であった。

ロ S..aPartnership 

商人が普通，資本の3分の 1を出資した。商人の労働の報酬として利益の4分の 1，

商人の資本の配当として4分の 1，計利益の半分を商人が受け取り，残りの半分を資

本家が受け取った。これはGenoaや Venice等の海港都市によく行きわたり sea

partnership (SOCIETAS .MARIS)と呼ばれた。 Heatonによるとこの partnetship 

企業では資本家及び商人の出宅金はともに前述の COMMENDAによって蓄積された

利益が基礎になっているという。このように進んで・きた partnership企業もさらに発

展すると次の realpartnershi pになる。

ハ RealPartnership 

前述イ，ロともに「一時的かつ小規模契約であり，容易に組織されγ 適当な時期に

解散する」というものであった。それゆえ，数人のクソレープが出資金を出しあL、，労

働を行う realpartnership (VERSA SOCIETAS)が出来，より大きな，また長続き

する組織が誕生した。この場合の partnersは友人，家族であり，一定の年限(普通

4""5年〉の間 partnership契約に著づき一緒に働き，その利益があがった場合持分

に応じて利益配分がなされたのである。

実際には以上の三つの partnershipのほかにそれらの中間に位置するもの

もあったろうが，基本的特徴を有するものとして以上のように整理すること

ができょう。この場合，けの real partnership は本稿で取り扱う13世紀の

Florenceの企業との関係上特に重要である。企業組織が大きくなり，しかも

4~5年毎の決算による partners 聞の利益配分の必要上，経常的にも，ま

た決算においても記帳計算技術としての簿記の発達が必須となっていたであ

ろう。事実， de Rooverは partnershipの発達と会計の発達との依存関係を

指摘しているのである。本稿で取り扱われる企業はけの段階の realpartner-

shipにまで到達していると考えられる。 realpartnershipも partners達の

出資金だけで満足できなくなると，r自己の資本を補うため外部から一定の利
率で投資，ローン，或いは預金を受け取っていた」と Heatonは指摘してい

る。今日のように何らかの形で借入れを行い，事業を拡大していったことが

わかるが，裏返して見れば，当時払 realpartnershipの中には貸付を行う銀
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行業が繁栄していたことがうかがえる。事実， Corbett氏によると「金貸し

〔銀行業〕は13世紀のイタリヤの bigbusinessのー形態であったJと述べ

られている通りである。

次に最初に取り扱う 1211年の会計帳簿は Florenceのある銀行のそれで、あ

る。当時は既に「銀行預金，信用状，為替手形，手形交換所業務が一般的で

あった」というほどに，高度に経済が発達し銀行業務が発展していたこと

を前提に，かつまた， real partnershipの段階まで達していたので、 partners

聞の利益配分の必要上正確な会計記録を必要としていたことを前提に次の具

体的な会計帳簿の研究に移ろう。

1) James A. Corbett，“Thirteenth CenturyぺEncyclopediaAmericana; Vol. 

26， New York， 1966， p. 558. 

2) Ibit.， p. 562~ 

3) Ibi~ ， p. 563: 

4) Ibit.， pp. 562-3 

5) Ibit.， p. 562， Hetbert Heaton， Economic History of Europe， New York， 

1948， pp. 170~-3，および宮下孝吉箸，経済史要，三和書房， pp; 59-60. 

6) 木稿， 83-4ベージの RinieriFini and Brothersなどはその典型。

7) Heaton， op. cit.， p. 165. 

8) Ibit.，p. 166. 

9) Ibit.， p. 166. 

10) Raymond de Roover，“The Development of Accounting Prior to Luca Pacioli 

according to the Accounf ... books of Medieval Mercha:ntsぺinA. C. Littleton 
and B. S. Yamey (eds.)， Studies in the HiStory of Accounting， London， 

1956， pp. 115-6. 

11) Heaton， op. cit.， p. 167. 

12) Corbett， op. cit.， p. 563. 

13) Ibit.， p. 563. 

二 1211年の銀行帳簿

Genoa自治都市のMassari(財務官〕の記録したl帳簿は左側ページを借方，右

側ページを貸方とする両側形式勘定をとった現存する世界最初の帳簿 (1340

年〉とされている。しかし，それを生み出すのにいくつかの段階を踏んで、き
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たと考えられ，それ以前の会計帳簿，殊に13世紀全般にわたる Florenceの

会計帳簿の研究にとりかかる必要があろう。

しかし， 12世紀にさかのぼってみても重要な会計資料は見あたらなし、。世

界最初の会計帳簿は EugenH. Byrne教援によってはじめて発見され，その

後 GuidoAstutiや FlorenceEdler de Rooverによって広く紹介されること

となった Genoaの商人 AnsaldoBaialordoとその partnerである Ingo

da Volta の三つの地中海貿易に対する単式簿記での利益計算を含む公証人

Giovanni Scribaの COMMENDA契約から生じた会計記録である。しかし，

これは1155-1164年の聞の COMMENDA契約における利益分配記録にすぎ

ず¥また，勘定記録の体裁を整えていなし、。したがって，それ以後の会計帳

簿として1211年における Florenceのある銀行会計帳簿が勘定記録の体裁を

整えた世界最初の現存会計記録となっている。会計発達史の原点を探る上で

重要な資料であるので，詳しく研究することにしよう。

その銀行の記録は FlorenceのMedicea-La urenziena図書館に保存されて

いる。それは新ローマ法典の注釈警の表・裏の見返しとして使用されていた

ものであった。同図書館の Bandini氏がそれを見つけ， 1211年から1290年ま

でのものと紹介していたが， Pietro Santiniはそれを研究してみると「日付

は1211年に始まるが， 1290年まで及ぱなし、」ことを確認し， 1887年にその全

面的解説を行った。さらに，その記録は1889年に ErnestoMonaci によって

再録さλまたさらに， 1附年 AlfredoSchiaff凶によって前者の批判を加
えながら再録されてい2。上述の Sa山lI， Monaci及び Schiaffiniはとも
に言語学者であった。しかし，ょうやく 1930年になるとイタリア経済史の観

点、から Chiaudanoがその記録の研究を行った。

他方，会計研究家も古くから1211年の銀行帳簿の研究が行われ，r1922年，

Besta， 1950年にはより完全に Melisによって， 1956年には Raymondde 

Roodjによって研究が進められ，最近では GeoffreyA. Leeの1972年の

論文は1211年の銀行記録の最初の全英訳がなされている。ここでは， 1211年

の2枚の銀行帳簿，計4ページにわたる記録を全訳するつもりではなし、。と
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いうのは，たまたま他の本の見返ーしに利用されたため残された記録は全体の

ごく一部分であり，しかも残された部分で、も同種の記録が殆必どであるため，

我々はその代表例を抜き出して説明したほうが，煩雑にならず，かつ理解も

しやすいと考えるからである。

2枚の会計記録は前述したように，会く偶然に新ローマ法典の注釈書の表，

裏の見返しに利用されていたため，今日まで保存されることができたのであ

る。一般に，帳簿が長期間保存されなかったし、きさつを次のように Lee教援

は説明している。

「普通，詳細な記録を必要とした唯一の企業タイプとしての商業や銀行における中

世イタリアの partnershipは短命であった。商人はー航海毎に joint ventureを形

成した。各航海の終りに(恐らく利益とともに〉自分たちの全部の資本を引き揚げ，

その ventureを閉じた。銀行の partnershipはもっと安定していたであろう。しか

し，普通，一回が 4~5 年になっており，終りに企業の清算があっ主。」

Lee教授が説明している商人の partnershipは前提で、見た Heaton の第

2段階の seapartnershipのことを言及しており，銀行の partnershipは

Heatonの第3段階の realpartnershipに相当するものであった。 realpart 

nership でも 4~5 年六合一且清算され，その時点以降旧帳簿の保存の必要が

なくなってくる。しかも，当時の帳簿は紙の普及，発達がなく，高価な羊皮

に書かれていたので，rひっかき消されたり，製本のときのように他の目的に
再利用された」のであった。

取引記録の内容に入るまえに，どのような形で残されていたかを見てみよ

う。これは Lee教授によって明らかにされている。説明の都合上，新ローマ

法典注釈書の 2枚の見返しとして用いられた1211年の銀行記録に対し，初め

の見返しを 1枚目と呼び，後ろの見返しを 2枚目と呼ぶことにしよう。 Lee

教授によると，

「二，三のラテン語慣用句のほかはイタリヤ語で草書体で書かれ，各葉縦43cm，横

28cmで、あった。…...2枚からなる表ベージの書体は次を除いてよく保存され，解読で

きる。 1枚目の表ベージの下の部分は若干の損傷があり 2枚目の表ベージの右端の
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隅は若干切りとられている。他方， 1枚目裏ベージでは原始記録の約4分の3が完全

にかき消され，しかも新ローマ法典注釈書の目録がその土に重ねて書かれている。…

…したがって，その4分のいすなわち底の部分が解読できるだけである。……2枚

目裏ページでは二重に書き込まれていないが，表面全体が消しこまれている。したが

って，肉眼では二，三の用語のみが判読できるだけである。そこで SantInIは書体

を浮き出そうとこのベージに1行ごとに化学薬品を用い，事実，全体を読みとること

ができた。しかし，その原稿をさちに損傷させたという犠牲を払ってしまった:」

また，その原稿を見ると，二，三の小さな虫の食った穴が見られるほか，

2枚とも 1個づ、ヌ太きーな氏五ある。直径2.5cmと3.5cmもある穴があるが，会

計記録はその穴を避けて書かれているため原稿が書かれる以前からその穴が

存在していたと考えられる。多分，安価で粗悪な羊皮を買っていたのだろう

とLee教授は述べている。この1211年の Florenceの銀行は Florenceのほ

か Bologna，Pisaでも営業をしていた。貸付の記録とその返済の記録が中心

であるため，泉谷教授は「すべてがフィレンツェー銀行家の貸付に関する記

録」としているが，今よく調べてみると，貸付および返済記録のほかに会計発

達史上きわめて重要な資本勘定の記録があったと考えられる。これについて

はこの項のあとのところで資料を例示して説明することにしよう。

2枚(すなわち4ベージ〉の銀行の勘定記録がどのような配列で書かれてい

たかは図示するのが一番明白となろう。各ページ次のとおりである。

各ページの中央に縦に線が引かれているため各ページに2欄できるが，こ

れは出来るだけ多くの取引を記載しようとしたからにほかならなし、。各欄は

6個から 8個の勘定が書かれていて，記帳担当者が返済その他の記録がその

枠内で書けるよう予め空白を設けていた。しかし，予定より記録量が多くな

ると，枠内に細かくぎっしりと書かねばならなかった。

記録順序は必らずしも取引順とは限らず¥「貸付の証拠が簿記係に提供され

たとき」に貸付の人名勘定が設定された己特i~t.埴方で百取訂ば数日後になっ

て始めて貸付の記録を知ることになるので，すべてを取引順に記録できなか

ったからである。

1211年の銀行の貸付に対する人名勘定には次の順序で記録されていた。貸
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1枚目表ページ

第 1欄 第 2欄

(1) 

(I) 

(2) 

(2) 一(3) 

「ー

(3) 

(4) 

(4) 

(5) 
(5) 

(6) 

(6) 
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1枚目裏ページ

第 1繍 第 2欄

無関係な事柄が重複して

上に書かれ、原始資料は

現在判読不可能。

一一一一一一一一一一一一一一一一一

(1) 
(1) 

(2) 
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2枚目~表ペデジ

第 1欄 第2欄

見出 し

(1) 

(1) 

(2) .“・.

(2) 

(3) 

(3) 

(4) 

(5) 

(4) 
(6) 

(7) 

(5) 

(8) 
空白
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2枚目裏ページ

第 1欄 第 2欄

(1) 

(2) (1) 

(3) 

(2) 

(4) 

(3) 

(4) 
(5) 

ーー.-・園田・・岡田・.園時ーー・・岨・・・圃圃園田国守司働--ーーーーー・ーー・ーー"ーーー-

(5) 

(6) 

(6) 

(7) 
(7) 

(8) 
(8) 
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付を受ける者の氏名，その金額，日付，支払満期日，支払遅滞に対する利率，

またときには 2人以上の立会人名，またときには貸付金の元本，利子の保障

人名といった順序で警かれている。ここで利子は 1ヵ月 libra当り 4denari， 

即ち年20%が殆んどで当時としては不当に高いものではなかった。また，支

払満期日は普通，貸付日と同一日付となっている。これは高利を禁ずるキリ

スト教会との関連からであり，貸付日を支払満期日とすることによって自動

的に満期日以降に支払が受けられることになり，これに対する延滞金として

の外観を整えようとしなければならない背景があったからである。

上記人名勘定は各勘定とも最初に貸付，次いで返済とし、う順序で記載され，

分割払いのときには第 2 回の返済から~Item'Í" (同上〉なる用語で主語L勘定名〉

を省略していたし，これによって前後の記録の区分がなされた。

締切について付言しておくならば，各勘定とも金額欄を用いておらず，ま

たやっかいなローマ数字が使用されていたため，計算は容易でなかった。分

割払いによる返済でも返済額合計を記載しておらず，ただ，貸付額と返済額

とが計算上一致すると，斜めの線がヲ|かれ，勘定が締め切られていることを

示そうとしていた。

このような記録計算方法は基本的には今日のそれと大差がなし、。 Lee教授

は1211年の貸付勘定と今日のそれと比較して次のように述べている。

iElectric Data Processing (E. D. P.)と比較されるならば，そのシステムはより

モダンに見える。 E.D.P.ではコンピューターが借方を積極側の金額，貸方を消極側

の金額として処理し，その差額を印刷したり magneticfileに記憶させたりするよ

うプログラムされる。……実際，このことは中世の書記のソロパンの作業と類似して

しる。彼はまず，貸付金額の玉をおき，次に支払額の玉を引き去り，引き去ることが

できなくなると，彼はその取引を締め切るのである。」

次に， 1211年の会計記録の代表的なものを抜粋し，研究しよう 0，2枚の現

存資料のうち 2枚目は主として 5月1日に開かれた SanProculo(San Brocolo) 

の定期市のためになされた貸付記録で、ある。翻訳にさいして，固有名詞のス

ペリングは現代用語法に変え，金額はローマ数字からアラビア数字に変え，
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貨幣単位の libre，soldi， denariを1971年以前のイギリスの貨幣単位a，s. d. 

に変えたことを断っておかねばならない。

まず，最もよく引用されてきた 1枚目表ページ第1欄第1番目のAdobran

dino Pietro and Buoninsegna Falconi勘定を見ることにしよう。

MCCXI 

( 1枚目表ベージ第 1欄 1'番目の勘定〉

(原文〉

Aldorandino petro e buonessegnia falkoni 

No dino dare katuno in tuto lib'. lii per liure diciotto d'imperiali mezani arrascione 

di trenta e cinque meno terza ke demmo loro t陀 dicidi anzI k. luglio e dino pagare 

tredici di anzi kal. luglio. se piu stanno， a iiii d'. lib'. il mese quanto fusse nostra 

voluntade. testi alberto baldovini e quitieri alberti di porte del duomo. 

It巴mdie dare buonessegnia s. xii per u massamutino. 

Buonessegnia falkoni ci a dato lib'. xl : reko iakopo a termine. Item die auire 

lib'. iiii e s. ii: 

leuammo di rascione buonessegnie ou巴 doueaauire per ser kalkagnio vi di anzi 

k. luglio. It巴mdi争 lib'.iii meno d'. xii per tornaquinci， kei pago nei panni suoi. 

Item ci di色Buonincontrodappopio s. xl di ssua mano tre di anzi kal. luglio. Item 

ci di色aldobrandinolib'. iii meno d'. xii : reko giannozo. 

(英訳〉

1211 

Aldobrandino Pietro and Buoninsegna Falconi 

are due to give us， each [for himself]， in total <1:52. O. Od. for <1: 18. O. Od. in 

Imperial mezzani at the rate of 35 less a third (libre in mezzani in 100 1訪問

Florentine] which we gave them on 18th June， and they are to pay on 18th June ; 

if [the moneys] are outstanding longer， [interest is] at 4d. in the <1: per month， 

for as 1011g as we may p巴rmit.Witnesses : Alberto Baldovini and Guittieri Alberti， 

。fthe Porta del Duomo. 
Item Buoninsegna is due to give 12s. Od. for one massamutino. 

Buoninsegna Falconi has given us <1:40. O. Od. ; ]acopo brought it at the due 

date. Item he is due to receive <1:4. 2. Od.; we deducted froin Buoninsegna's 

account what he was due to receive. in respect of SεrCalcagno on 25th ]une. 

1 tem he gave <1: 2. 19. Od. on behalf of Tornaquinci， whom he paid in cloths 
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of h is. .1 tem. Buonincontro da Poppio (?) gave us ;f， 2. O. Od. personally on 

28th June. 1 tem Aldobrandino gave us ;f， 2. 19. Od. ; Giannozzo brought it. 

(邦訳〉

1211年

Aldobrandino Pietroと BuoninsegnaFalconi I土

我々が6月18日に彼らに与えた ImperialMEZZANI貨幣で;f，18. O. Od.に対し

[100 LIBRE Florence貨幣に対し MEZZANIではJ(35一;Il)LIBREの割合で換

算し [Florence貨幣で]総額;f，52.O. Od.を連帯して我々に与えるべし。 6月18日

付で支払うべきこと。もし支払がそれ以上遅滞すれば a我々が許す限りの間カ月

当り;f， 1につき d.4の割合〔の利子である〕。証人， Alberto Baldoviniと Duomo

の門人 GuittieriAlberti. 

向上の Buoninsegnaは1MASSAMUTINO貨幣に対し12s.Od.の割合で与えるべし。

Buoninsegna FaIconiは我々に;f，40.O. Od を与えた。 Jacopoが満期日に持参し

た。向上の彼は;f，4.2. Od.を受けとるべし。我々は彼が SerCalとagnoから受け取

~ととになっていた上記金額を Buoninsegna の勘定から 6 月 25 日に控除した。向上の

彼は〔当方に負債のあるJTorno.quinciに対し当方になり代って;f，2.19. Od.を支払
った。支払いは彼の織物で行われた。向上の Buonincontroda Poppioは6月28日に

当方に直接;f，2.O. Od.を持参した。向上の Aldobrandinoは我々に;f，2. 19. Od. 

を与えた。 Gionnozzoがそれを持参した。

(注) [J内は筆者が追加。

上例からもわかるように貨幣単位は Florence貨幣， MEZZANO貨幣，

MASSAMUTINO貨幣の三種類が記録されているが，すべて終局的に標準

貨幣すなわちFlorence貨幣に換算しようとしている。貸付の記録の次に，分

割返済額が記録されているわけであるが，記録の中で r1MASSAMUTINO 

貨幣に対して12s.0d.の割合で与えるべし」とL、う部分が問題となる。 Lee教授，

泉谷教授ともにこの文章は貸付記録を示しているとし結局のところ「貸付

元金未回収高jであるとしているが筆者はこうは考えない。r1MASSAMU-

TINO貨幣に対して125.od.の割合で与えるべし」とあるのは貸付記録でな

くて，むしろ返済時に MASSAMUTINO貨幣で返済されたときの用意と

して換算率を注記しておいたものと考えるのである。筆者の考え方にそい，

今日の勘定の姿に変えて，上記勘定を要約整理してみると次のように貸借均
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衡する。この貸借均衡による締切は貸付元金未回収高がなかったことを意味

すると考えられる。

Aldobrandino Pietro & 
Buonin5egna Falconi勘定

1211年(与えるべし)[ 1211年受け取るべし

6/18貸付<lo52.0.0d.[6/18返済<lo40.0.0d.

6/25 グ4.2.0d. 

6/25(? )グ2.19.0d.← n，-

Ser Calcagno勘定

1211年

6/25貸付<lo4.2.0d.
(振替〉 ↑ 

請求権移行 l 

Tornaquinci勘定→6/28 グ2.O.Od. I垣
6/28(? )グ2.19.0d. [芸
一一一一一一 l払 1211年 1211年

<lo52.0.0d. <lo52.0.0d. 1_ 6/25(ワ〉返済 借入<loxふ xd.
----ー (振替)<lo2.19.0d. 

当時の借方，貸方の概念、は今日のように記号化した二つの用語というより

次のようなパターンで貸借記録されており，用語法が単純化されていない。

(我々 に〉与えるべし(借方〉

(no) die/dino dare 

〈我々 が〉与えた(借方〉

(li) demmo/avemmo dato 

(我々は彼が)受けとるべき金

額を控除した(借方〉

levammo ove die/dovea avere 

(彼が〉受けとるべし〔貸方〉

die/dino avire 

(彼が我々 に〉与えた〈貸方〕

(ci) di色/diede/ha(nno) dato 

(我々は彼が〉受けとるべき金

額を追加した(貸方〉

ponemmo che die/dovea avere 

このような用語法は当時いくつかの種類の異なった取引が存在し，その取

引の説明上数個のパターンの用語法が確立したものと考えられる。貸付金と

その返済，顧客の預金とその引出，為替手形による振替などの記録に各種パ

ターンの用語法が用いられたが，次第に一対の用語法 diedare (与えるべし〉

die avire (受け取るべし〉に統一され，今日の借方，貸方と同義語として用い

られるようになったと考えられる。

貸付記録に立会人の氏名が書かれ，また時には保障人までたてていたこと

は会計帳簿が紛争時に裁判資料として役に立っていたことを物語るものであ
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る。

銀行記録の中で単に first-nameだけ警かれているのが数多く見かけられ

るが，これはlastぉameを示さずとも明肉な人々に眠られるため多 Lee教授

によると後らは積極的に事業に従事している partn釘の…員γであることを示

すとしている。 1211年の2枚計4ページの現存余計資料には，したがって，

次のような partnerの名前が話孤の数字のように何回も出くわすのであるo

Arnolfino (的， Jacopo (6)， Albizzo (5)， Aldobrandino (5)， Cambio (5)， 

GiaflZ10zzo(4L Tornaquizlci(4)，Ttgghiaio〕{3)。

1211年の銀行帳簿のよ記勘ま誌のほかに特色ある勘定を取り出してみよう。

上記勘定の中に見られなかった科子支払いと保障人を立ててL、るのが 1枚

百表ページ第1機 5番目の勘定に見られる。原文を示し，翻訳を行ってみよ

う。

、，J定勘の
問
問委5
h
v
j
 

欄

文

第ジ
燦
…
f
L
 

表同日M枚fk
/
 

Buonagi珪ntadas話。maiadie dare lib'. xxiij e so1. xviij per liure uentitre ke 

prestammo j die anzi kl. Juglio: posto ke di控訴ree denξpagare 訂 k.agosto : s日

pru stanno乱 iiijd仁Iib'.iJ mese， quanto fosse nostra volontade ;εs'ei no pagas詑

si no promis母 di伊都rebuo百oneιfarolfida duomo prode e kapitale quant'eJli 

錨t吉田ro.tt. prestorso d' oltrarno elluti控rif. galgani baJsimi ed註golinof. sassolini 

dackapiano. Item buoriketto deI霞reccioci di在日b'.xxiij. e 801. xviij. posto. 

訳〉

Buonagiunta da Somaia is due togive a23. 18. Od. for .4;;23. O. Od都 which

we Ient him on 30th Jun告;we add品 whathe Is due to receive， and r邑pay，on 1st 

August. If (the moneys) are 0utstanding longer， (interest isJ at 4 d. in thea per 

month， for as long as we may permit ; and if he does not pay， then Buonone， son 

of Farolfo of the Duomo [parish)， promised to pay us interest and principa¥' .8S 

mは.chas they shalI amount to. Witnesses : Pi'estorso of 01trarno婁 Lutieri，son of 

Galg呂noBal百imi，and Ugolino， son of S宜ssolinoda Capiano. ltem Buorricchetto 

de1 Grecio認aveus .4;;23. 18. Qd. ; we added it. 
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(邦訳〉

Buonagiunta da Somaiaは我々が6月30日に彼に貸した';;;23.o. Od.に対し';;;23.
18. Od.を与えるべし。この金額は彼が〔誰かから〕受け取ったのち， 8月1日に支

払うことになっている金額を追加した。もし，支払がそれ以上遅滞すれば我々が許す

限りの間 1カ月当り .;;;1につき d.4 [の割合の利子である〕。もし彼が支払わなけれ

ば，臥lomo[教区〕の Farolfoの息子 Buononeが元金および利子の合計金額を我々

に支払うことを約束した。証人:O!trarnoの PrestorsoとGa!ganoBa!simiの息子

Lutieri及び Sasso!inoda Capianoの息子tJgolino。 同上の Buorricchettode! 

Greccioが我々 に.E23.18. Od.を与えた。我々はそれを加算した。

(注) [J内は筆者が追加。

上記勘定では1211年 6月30日に貸付けた.B23.o. Od.に対し，返済予定日

が8月 1日であるため 1ヵ月分の刺子 s.18を予め含ませた金額を貸付額と

したのである。上記勘定を今日の勘定形式に変えて再現するならば次の通り

である。

Buonogiunta da Somaia勘定

1211年 I1211年
6/30貸付.E23. o. Od. I 8/1 C? )返 済.E23. 18. Od. 

グ 8/1までの利子 £O. 18. 0d. 

£23. 18. Od. £23. 18. Od. 

銀行業であったため，貸付利子と預金利子の記録計算がきわめて重要であっ

た。そのため貸付利子に対して何らかの形で記録しておかねばならないが，

当時のキリスト教会は高利を禁止していたため，この記録のように貸付時に

返済予定日までの利子を予め計算しそれを貸付額に上乗せして利子額の明

記を避けようとしたのである。このように利子の計算記録は銀行業にとって

不可避であるにもかかわらず， Lee教授によるとrI211年の銀行家は現金帳

以外で受取利子や支払利子の記録さえしていなかった1と述べているが，上
記勘定を見れば，この表現が適当で、ないことは明白となろう。

上掲の勘定のように貸付と同時に利子を計算している人名勘定のほか，返

済時に利子を計算している人名勘定もある。 2枚目裏ページ第1欄4番目の
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勘定がそれであり，原文，英訳，邦訳を示そう。

定勘の間同番4a
円
可
ノ

欄
剖
文

第ジ

原一
f
也、

裏同口枚っι

MCCXI 

LutierI kalkagni no die dar巴 lib'.x1iiij e so!. xj per 1iure quaranta due meno 

d'. diciotto di nuovi k'ebbe in pisa a quindici d'. 1'. undici di intrante giugnio， 

e dene pagare xj di吾 intranteluglio : se pi白 stannoa iiij d'. lib'. : disse kessono 

traJIui e kardinale. Item. die dare kardinale lib人xxiiije d'. xxx per la rascione 

rinucini f. macene ke sodamo xiij di intrante nOli色bre.

Lutieri ci a dato dissua mano lib' ij e so1. x eトtredicidi intrante luglio. Item 

ci diede kardinale Iib'. Ij. so1. xv e d'v. posto. 

Item Iib' cinquanta di nuoui ke diede per noi a quarneri f. gaiazzi di porte san 

pie (tro) ， ke Ii fecie dare a bernardo bankiere di pisa xi ij di intrante nou品re.Item 

ci di在 luttierie kardinal巴Iib'.xv e so1. xvj e d'. viij innanzi viiij p巴rgamene.

(英訳〉

1211 

Lutieri Calcagni is due to give us <1244.11. Od. for <1241. 18. 6d. ofnewcoin 

which he received in Pisa at (a charge of) ls. 3d. in the <12 11th June， and is due 

to pay it on 11th JuTy; if (the moneys) are outstanding longer， (interest is) at 

4d. in the <12 (per month)， He said that it is between him and Cardinale. Item 

Cardinale is due to give <1224. 2. 6d. in respect of the account of Rinuccino， son 

of Macigno ( ?)， which we settl巴don 13th November. 

Lutieri has given us personally <122. 10. 6d. on 13th. July. Item Cardinale gave 

us <122. 15. 5d. C?); we added it. 
Item <1250. o. Od. of new coin which he gave on our beha!f to GuarnierI， son of 
Gaiazzo of the Porta San Pietro， which (money) he caused to be given to Bernardo， 

the banker of Pisa， on 13th November. 1 tem Lutieri and Cardinale gaVe us <12 15 . 

16. 6d.， nine parchments further on. 

〔邦訳〕

1211年

Lutieri Calcagniは6月11日に Pisaで、受け取った新貨幣<1241.18. 6 d.に対して

<121当り ls.5d. (の割増〕で計算して<1244.11. Od.を我々に与えるべし。彼は7月

11日にそれを支払うペし。もし支払が遅滞すれば(iカ月当りJ<I21につき 4d.[の
割合の利子である)0Calcagniは自分と Cardinal巴との間に資金があるといっていた。
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向上の Cardinaleは Macignoの息子 RinuceIrtoの勘定の保証で.s24.2. 6d.を与

えるべし。それを我々は11月13日に決済。

Lutieriは7月13日に我々 に.s2.10. 6d.を直接持参した。向上の Cardinaleは我

に々.s2.15. 5d.を与えた。我々はそれを加えた。

同土の彼は thePorta San PietroのGaiazzoの息子 Guarnieriに対する当方の負

債，新貨幣で.s50.O. Od.を当方に代って与えた。同金額を彼は11月13日に Pisaの

銀行家 Bernardoに与えられることがで、きた。向上の LutieriとCardinaleは我々に

.s 15. 16. 6d.を与えた。 9枚自の羊皮の通り。

(注) [ J内は筆者が追加。

この勘定の返済額合計は貸付額合計を超過する。その超過分が利子支払額

なのである。より明白にするため次に今日の勘定形式で再現してみよう。

Lutieri Calcagniと Cardinale勘定

1211年 1211年

6/11 貸付(7/11満期).s44.11. Od. 7/13 返 済 .s 2.10. 6d. 

6/11(7)貸付(11/13満期) 24. 2. 6d. 7/13(?) ノア 2.15. 5d. 

111/13(7)利子受取 2. 8.11d.1 11/13 ノア 50. O. Od. 

11/13(7) ノケ 15.16. 6d. 

.s71. 2. 5d. .e71. 2. 5d. 

やはりキリスト教会の影響で利子の明記を避けていた。即ち仁ゴの部分を

銀行帳簿は何ら書き留めなかったのである。しかし，返済額と貸付額との差

額が利子;;1;:2.8. nd.であったことは明白である。

1211年の銀行帳簿には預金を示す人名勘定が現存していないため，預金受

取，預金引出，利子支払等の記録法が不明であるが，貸付金勘定に類似して

いたことは充分想像されることである。

顧客との信用を伴なう現金の支出，受取に関する取引は人名勘定と現金帳

とに複式記入が行われていた。しかし，信用を伴わない売ム，仕入，経費支

払等の現金取引では現金帳のほかにいかに記録していたか全く明白でなし、。

さらに，直接，現金援受に関係しない取引に対する記録もいかにしていたか

明白でなL、。このように未解明の部分が多いにしても銀行業であるため受取
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利子と支払利子とを記録計算した帳簿が別に存在していたことは充分推測さ

れうることである。例示の諸勘定の中には貸付金勘定(人名勘定〉でもって利

子受取記録を行ったものもあるが，利子部分は結局のところ受取利息勘定に

も記録されていたとあ考えられる。というのは，貸付に関する記録が例示の

資料で明らかなように詳細かつ正確に行われていたことから見ればJ受取利

子を集計する帳簿の作成はきわめて容易な作業であるからである。

また， 1211年の銀行帳簿の中で見落としてはならないものは資本金勘定に

相当する勘定が見つかったことである。 1211年の現存銀行帳簿は一般的には

泉谷教援のように，rすべてがフィレンツェー銀行家の貸付Jの記録のみであ
ると片付けているが，よく検討してみると資本金勘定に柑当する partnerの

出資並びに引出に関する記録が見つかるのである。次に例示する勘定c2枚目

裳ページ第1欄6番目の勘定〉がそれに相当する。

(2枚目裏ベージ第1欄6番目の勘定〉

(原文〉

1n nomine domini， amen. 

Arnolfino porta seco a la badia lib'. ciij e sol. xv di veronesi ke tollemmo 

da qualterotto. Item porta lib'. xxxj di veronesi....・・dicambio (?). Item porta 

sol. xx di bo[lonJgnini perrispese. Montano veronesi lib'. Ixxviij. 1tem die 

dare lib'. viiij meno sol. iij ke le demmo per lui a quaskone f. rineri ubertini per 

10 storamento dei veronesi. posto ke die auire. Item per paganello del garbo lib'. 

Ixxxx e d'. xxv. Item per 10 bene prestasini lib'. xlvij e sol. xvij e d'. iij. Item 

buonessengnia de I'anquillaia lib'. xlv e sol. iiij e d'. (?). Itemper ser (?). 

arrigo rinieri mediki lib'. Ixxxxiiij e sol. veトItemper rugieri figliastro buonfantini 

lib'. Ixviiij e sol. xiij e d'. iiij. [1temJ per arrigo f. rinieri mediki lib'. liij e sol. ij. 

Item die dare per 10 prode， lib'. xiiij e sol. iij. Item per benciuenni kopagnio 

quernieri sol. xlvj， d'…い・Montain tutto lib' Diiij e sol. viiij e d'. ij. Item 

rauemmo trappagatori per quelli di laska lib'. Diiij e sol. xij. 

〈英訳7
In nomine Domini， amen. 

Arno!fino is carrying with him to the Badia ;J!， 103. 15.0d. in Veronese coin 

which we took for him from Gualterotto. 1 tem he is carrying ;J!， 31. O. Od. in 
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Veronese coin'"… [illegibleJ di cambio C?). 1 tem he is carrying .1:: 1. O. Od. in 

Bolognese coiri for expenses. The Verones巴 coinamounts to .1::78. O.Od. Item he 

is due to give .1:: 8. 17. Od. which we gave on his beha!f to Guascone， son of Rinieri 

Ubertini for the exchange C?) of the Veronese coin.We added what he is due to 

receive : item from Paganello del Garbo， .1::90. 2.1d. ; item from Bene Prestasini， 

.1::47. 17. 3d. ; item [fromJ Buoninsegna dell' Anguillaia， .1::45. 4. 1d. C?) 

item from Ser C?) Arrigo， [son of ?J Rinieri Medici C?)， .1::94.5. 6d; item 

from Ruggiero， stepson of Buonfantino， .1::69. 13. 4d. [itemJ from Arrigo， son 

of Rinieri Medici C?)， .1::53. 2. Od.， item he is due to give for the interest .1:: 

14. 3.0d.; item from Bencivenni， partner C?) of Guarniero， .1::2. 6. ?d.' 

[illegihleJ . It amounts in total to .1:: 504. 9. 2d. 1 tem we recovered C?)， includ-

ing payments by those whose debts had been remitted C?)， .1::504. 12. Od. 

(邦訳〕

主の御名にてアーメン

Arnolfinoは Veronese貨幣で.1::103. 15. Od.を Badぬまで彼と一緒に持参して

いる。その額は我々が彼のため Gualterottoから取ってきたものである。向上の彼は

Veronese貨幣で.1::31.O. Od.を……dicambio C?) C解読不能〕に持参している。

向上の彼は Bolognese貨幣で経費のため.1::1. O. Od.を持参している。 Veronese貨

幣で.e78.O. Od の合計となる〔貸方〕。向上の彼は.1::8. 17. Od.を与ラベし。そ

の金額は我々が Veronese貨幣への交換の際， Rinieri Uhertini の息子 Gu~scone I乙

対するものを彼に代って与えたものである〔借方〕。我々は彼が受け取るべく次の金

額を加えた〔貸方〕。同上は Paganellodel Garboから.1::90. 2. 1d.。向上は Bene

Prestasiniから.1::47.17. 3d.。向上は Buoninsegnadell' Anguillaiaから.1::45.4. 1 

d. C?)。向上は RinieriMedici [の息子のJSer Arrigoから.1::94.5. 6d.。同上は

Buonfantinoの stepson，Ruggieroから.1::69.13. 4d. [同上はJRinieriMedici C?) 

の息子 Arrigoから.1::53.2. Od.，同上の彼は利子.1::14. 3. Od.を与うべし。同上は

Guarnieroのpartner(?)， Bencivenniから.1::2.6. ? d.…・・・〔解読不能〕。合計.1::504.

9. 2 d.になる。向上の彼の債権が送金 C?)される支払を含めて.1::504.12. Od.を

我々は受領した C?)。

(注) [J内は筆者が追加。

と記以外の勘定は貸付金勘定であったため借方残高勘定であった。ところ

が上記 Arnolfino勘定は次に今日の勘定形式で要約再現してみることによっ

て明らかのように貸方残高勘定である。
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1211年

月日不明交換費引出

経済ー￥研♂究一策26巻一一第1号

Arnolfino勘定

'<s8. 17. 0 

1211年

月日不明現金出資<s78. 0.0 

グ 債権出資 504.12.0
明細

Paganello <s 90. 2. 1 

Bene 47.17. 3 

Buoninsegna 45. 4. 1 

Ser Arrigo 94. 5. 6 

Ruggiero 69. 13. 4 

Ser Arrigo 53. 2. 0 

ム利 子一 14~ 3. 0 

Bencivenni 2.16.? 

x x x x. xx. x 

<s504. 9. 2 

調整 O. 2.10 

<s504.12. 0 

貸方残高勘定には負債勘定か資本金勘定か，あるいは収益勘定のいずれし

かなL、。上記Arnolfino勘定は負債勘定でないことは次により明らかとなろ

う。即ち，もしもこれが負慣を示す借入金勘定とするならば，貸付金勘定で

見てきたのと丁度同じように借入金勘定も満期日，利率，借入日等を明記し

ておいたはずである。それらが記録されていないことは借入金等の負債勘定

でないことを示唆している。貸方残高勘定で，しかも負債勘定でないものは

資本金勘定か収益勘定である。 Arnolfino勘定が販売活動等の取引を記録し

たものでないことは販売の日付，販売孔販売価格等が書かれていないこと

からも明白である。したがって，貸方残高勘定でしかも負債勘定および収益

勘定でないものとしては資本金勘定以外にないのである。 Arnolfino勘定で

は利率等が記載されていないのは，ここで、はただ出資額を示すだけの意図で、

あり，営業成績の結果次第で配当率が異なってくるので，予め利率を書くの

は無意味だからである。こうした考え方は Lee教授もとっているのである。

この勘定では，他の勘定と呉なって締切が行われていないことに注目しよ

う。当時は毎年定期的に決算を行い，利益分配を行っているとは考えがたく，
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むしろ当時の会社は 4~5年で清算されていたので，清算時まで決算が行わ

れなかったのが普通で、あった。 Arnolfino勘定の締切が行われていないのは

出資額の増殖を従業員その他の目のとどく一般帳簿に記入しようとしなかっ

た当時の傾向を考えなくてはならなし、。 Borromeo商会 (1436ーの や

Medici家 (1458-60，1496ーのの帳簿を見ると，従業員の自にさらされたくな

い資本家の出資額とその利益及び利益配分額などを秘密元帳に記録している

のである。 Arnolfino勘定の締切が行われていないことも，これが出資金勘

定(資本金勘定〉であったためで、あるというもう一つの理由が考えられる。

1) Raymond de Roover，“The Devel口pmentof Accounting Prior to Luca Pacioli 

according to the Account-books of Medieval MerchantsぺinA. C. Littleton 
and B. S. Yamey (edsふ Studiesin the History 0/ Accounting， London， 

1956， p. 115， Edward Peragallo， Origin and Evolution 0/ Double Entry 

Bookkeeping， New York， 1938，拙著，工業会計発達史(上)，森山書庖， pp. 6 

-11. 

2) Florence Edler de Roover，“Partnership Accounts in Twelfth CenturγGenoa"， 

in Litt1eton and Yamey， op. cit.， pp. 86-90， Geoffrey A.Lee，“The Oldest 

European Account Book: A Florentine Bank Ledger 01 1211"， Nottingham 

Mediaeval Studies， Vol. 16， 1972， p. 28，泉谷勝美，フイレンツェー銀行家

の会計記録 (1211)(1)，大阪経大論集，第95号， p. 2. 

3) Lee，。ρ cit.，p. 29， Pietro Santini，“Frammenti di un libro di banchieri 

fiorentini scritto in volgare nel 1211ぺGionaleStorico della Letteratura 
Italiana， Vol. 10， 1887. 

4) Ernesto Monaci， Cr.estomazia Italiana dei Primi Secoti， Citta di Castello， 

1889. 

5) Alfredo Schiaffini， Testi Fiorentini del Dugento e dei P門 midel Trecento， 

Florence， 1926. 

6) Mario Chiaudano， Studi e Documenti per la Storia del Diritto Commer-

ciale Italiano nelsec. XIII， Turin， 1930. 

7) GeoHrey A. Lee，“The Florentine Bank Ledger Fragments of 1211 : Some New 

InsightsぺJournal 0/ Accounting Research， Vol. 11， No. 1， 1973， p. 47. 
8) Lee， “The Oldest.…・・"， pp. 28-60. 

9) Ibit.， p. 28. 

10) Herbert Heaton， Economic History 0/ Europe， New York， 1948， p. 166， 



82 (82) 経済学研究第26巻第1号

本稿61ベージ参照。

11) Lee，“The Oldest...…"， p. 29. 

12) Ibit.， p. 30， cf. Lee，“The Florentine......ぺp.48. 
13) Lee，“The Florentine...…"， p. 48. 

14) 泉谷勝美，前掲書， p. 4. 

15) Lee，“The Oldest..…"， pp. 31-34. 

16) Ibit.， p. 30， and Lee，“The Florentine...…ぺ p.48. 

17) Lee，“The Oldest:.…"， p. 35 and Lee “The Florentine.一…ぺ p.48. 

18) Lee，“The Oldest.…..ぺ p.56. 

19) Ibitけ p.35. 

20) Ibit.， p. 35. 

21) Lee，“The Florentin巴……ヘ p.50. 

22) Lee，“The Oldest...…ぺ p.36. 

23) Lee，“The Florentine...…“， p. 51.泉谷，フイレンツェー(2)，大阪経大論集，第

96号， p. 126. 

24) 泉谷，前掲書， p. 126. 

25) Lee，“The Oldest ・…-ぺ pp.48-9. 

26) Lee，“The Florentine …"， p. 53. 

27) 泉谷，前掲書， p. 129. 

28) Lee，“TheOldest......"， p. 37. 

29) Ibit.， p. 58. 

30) 泉谷，フイレンツェー……(3)，大阪経大論集，第97号， pp. 94-5. 

31) Lee，“The Oldest..…"， p. 45. 

32) 泉谷，フイレンシェー……(1)，p. 4 

33) 泉谷，フイレンツェー・…・イ3)，p. 97 

34) Lee，“The Oldest...…ぺ p.45. 

35)ふ Lee，“TheOldest..，..."， pp. 58-9， Lee，“The Florentine......ぺ p.59. 

36) 拙著，前掲書， p. 37および pp.47-8. 

三 その他の13世紀の会計帳簿

1211年の銀行帳簿は13世紀の簿記余計の発達の基礎をなすため，少し詳し

く見てきたつもりである。 13世紀中には今日¥，、くつかの会計帳簿が見つか

っている。それらのうち Lee教授によって紹介されたものを， 1211年の銀行

帳簿と比較して特色を要約説明してみよう。

イ， Contra Gualfredi and the Borghesi Company (1259-67) 
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他帳簿への繰越作業が巧みになった。また，帳簿相互間の参照ページの適

用により検証が容易になった。

ロ， Bene Bencivenni (第11帳簿， 1262ー75)

1211年の銀行帳簿より発展が見られない。

ハ， Jacopo Riccornanniの相続人 Baldovinoの財産記録引272-8)

貸付金利の複利計算の適用や仰と同じく相互参照ページの活用があった。

ニ， Gentile de' Sassetti and Sons (1274-1310) 

元帳の前半を借方残高勘定に，後半を貸方残高勘定にあてることを工夫し

たが，記録自体，標準貨幣に換算しておらず¥他のものより劣った元帳と

し、えるO

ホー， Bene Bencivenni (第2元帳， 1277-96) 

不良債権すなわち貸倒れの記録がある。

へ， Lapo Riccornanni (1281-97) 

同よりも組織的な記録でなL、。

これらを非常に簡単に要約したのは， 1211年の銀行帳簿から大きな進歩の

跡が見られなかったためで、ある。しかし次の二つの帳簿は少し検討を要す

るで、あろう。

ト， Rinieri Fini & Brothers (1296ー1305)及び GiovanniFarolfi & Co， 

(1299-1300) 

Melisおよび Castellaniの主張を Lee教援は解説して， rフランスで取引
をしていたフローレンスの企業 RinieriFini & Brothers (1296ー1305) と

Farolfi Cornpany (1299-1300)の帳簿では完全な複式記入が出現したであろ

う」と述べている。その理由として次の説明が見られる。「両元帳は前半に借

方差額，後半に貸方差額〔の勘定〕がある。殆んどは利子を含めた債務者或

いは債権者勘定である。さらに売上勘定があり，売上損益の差額(及び利子〉

を現存している AVANZO，DISAVANZO (損益勘定〉及びその他の勘定に

振り替えてい2。」この文章からすると名目勘定及び資本勘定を存機的に使っ
ており，複式簿記に達していたことになる。これに対する反論もある。泉谷
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教援によるとTフィユーの元帳は彼らが他の商人と組合を作った，その組合
の会計記録ではない0 ・・…フィニー兄弟個人の記録で、あり，それ故に元入れ

記録もなく……」と説明している。そして，[受取利息・支払利息・小ロ経費

・鋳造費のような名目勘定が 1元帳内に設定されjていても，[名目勘定締切

りのための集合損益勘定が帳簿上に設けられていなし、Jことから，複式簿記

に到達していたとする Casellaniや Melisの主張に批判的である。

しかし，泉谷教授も認めるように原価勘定，経費勘定及び利益勘定の [3

勘定から随時それまで、の利益額が別紙で、計算されたものと考えられるうのは

当然のことである。このことから Borromeo商会 (1439ーの， Medici家 (1458

-60， 1496→〉の帳簿のように従業員の自にふれさせたくなし、勘定を秘密元帳

で記録するとしづ実務があったことを想起しなければならなし、。この場合，

たとえ一元帳内に集合損益勘定や資本勘定がなくとも秘密元帳でもって有機

的に記録計算されていたことが考えられうることである。

Fini元帳は当時最も繁栄していた rChampagneの定期市で記録された帳

簿」であり， 本来， その資料は1299-1305年まで及んでいるが， 1952年に

Castellani教援は単に1300年までの記録しか公けにしなかった。しかし，

1300-1305年の資料は大変傷んでおり，やがて殆んど解読不能となるから非

常に残念で、あったと deRoover教授は述べている。

Farolfi元帳では， Fini元帳よりさらに発達している部分がある。 Farolfi

元帳では，[前払支出の次年度以降への配分さえある一一ーこれはたしかに発展

した概念で、ある。」また， rFarolfiの元帳は今日の欧米で一般的実務のよう

に『残高勘定j(不幸にして不完全〉 の手段により締め切られている」と Lee

教援が指摘しているように，残高勘定の利用と前払費用の繰越計上の実務に

おいて勝れているといえよう。

13世紀の会計資料の中でこのほか特色あるものとして， Florenceから離れ

るが同じ Tuscany地方の Sienaの会計資料から deRoover教授は次のも

のを挙げている。

チ， The Salimbeni Company (1277-82) 



13世紀の会計の発展早川 85 (85) 

正確には会社の名前ははっきりしていないが， Sienaで最も強力な商家で

あった theSalimbeni Companyでないかと deRooverは推定している。

というのは，会計帳簿内におlimbenede' Salimbeniとか FederigoLeiと

いう固有名詞が頻繁に出てくるので，そのことから彼らは partnersであっ

たと考えられるからである。この帳簿で最も大きな特徴は現金帳の形式であ

る。今まで，帳簿は縦式に書かれていたが，現金帳借方(左側ベージ〉に受取

額，貸方(右側ページ)に支払額を記録するよう工夫されp 今日のT字型勘定

と基本的に同じものになっていることである。毎週月曜日に現金帳の集計が

行われ，残高を計算している。この現金帳から①債務者帳，債権者帳，②売

上帳，③両替帳の三つの帳簿が引用されている。このことは当時すでに記録

が複雑となり簿記係の分業体制がとりえたことを物語っている。

上記の諸帳簿により時の経過とともに会計手法が進歩したとは限らず，む

しろ前進と後退とが繰り返されているといえよう。会計の発展に大きな影響

を与えるのはdeRooverも指摘するように企業の発展であり，当時はpartner

shipとL、う企業組織をとっていた。利益があがると partnership契約に従い

利益処分を行う必要上正確な記録計算手続が行われ，しかる後に partnerへ

の報告手段として財務(諸〉表が作られたで、あろう。 1281年の Siena、のあ

る会社の現存する財務表はそのような経過から生まれたので、あろう。これは

「数人の partnersの中で BernardinoU goliniが中心的な存在であり，当

該財務表はある partnershipを解散して別の partnershipを作る際，他の二

人の partners，Manno SquarcialupiとBartolomeoAringhieriの分け前を

言及しているものである。」当時では， rローマ法典に従ってすべての債権者
が満足するまで partners達は自分の持分の支払を受け取らなかった」と de

Rooverが指摘するように，前提条件として簿記手続が当時正確に行われな

ければならなかった事』情が整っていた。

1) Geoffrey A. Lee，“The Development of ltalian Bookkeeping， 1211-1300， 

Abacus， Vo1.9， No. 2， December， 1973， pp. 142-3. 

2) Ibit.， pp. 143-4. 
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3) Ibit.，pp. 145-6. 

4) Ibit，. pp. 146-7. 

5) Ibit.， p. 147. 

6) Ibt，. p. 148. 

7) Ibit.， p. 154， cf， Raymond de Roover，“The Development of Accounting 

Prior to Luca Pacioli according to the Account-books of Medieval Merchants"， 

in A. C. Littleton and B. S. Yamey (eds.)， Studies in the History of 

Accounting， Londori， 1956， pp. 115-6. 

8) 泉谷勝美， リニエリ・フイニー兄弟の元帳 (1296-1305)(2)，大阪経大論集，第

106号， p. 81. 

9) 泉谷，リニエリ・-…(1)，大阪経大論集，第105号， p. 47. 

10) 前掲書， p. 79. 

11) 前掲書， p. 79. 

12) 拙著，工業会計発達史〔上)，森山書庖， p. 37および pp.47-8. 

13) de Roover， op. cit.， p. 118. 

14) Lee， op. cit.， pp. 154-5. 

15) de Roover， op. cit;， p. 122. 

16) Ibit:， p. 121. 

四結 言

13世紀における経済の発達はめざましいものがあったo Florenceは封建

制，寸荘園制の衰退とともに都市経済の発達があり， partnership企業の発展，

信用経済の発展，銀行業の発展をもたらしたことは第一項の序言で述べてお

いたとおりである。このような社会経済的背景合前提にして今日の現存して

いる13世紀の会計帳簿を再検討する必要がある。こうしづ背景のもとでは，

Richard Brownのいうように「当時において簿記とし寸用語が用いられる意

味では知られていなかったjとし寸断定は危険となる。 partnerの出資金に

よって設立された partnership企業では各 partnerにとって最も関心ある

のは利益分配であり，そのためには正確な記録計算法としての簿記が発展し

ていなければならなかった。

1211年の銀行帳簿では貸付金および返済金記録，利子記録，それに複式簿

記発達史上極めて重要な資本金勘定の記録内容を明らかにしてきた。当時で
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は theSalimbeni Company (1277ー1282)を除いて今日のようなT字型勘定

ではなく，縦式文章形式で会計記録が行われ， f昔方貸方の区別は位置，場所

の区別ではなく，慣用語の使用によって区別していた。借方，貸方を定義す

る慣用語も三対以上の用法があり，後世になって単純化されていくのである。

では，なぜ、縦式文章式を用いたかは理由がないわけで、なし、。当時は製紙技術

が未発達であったため，高価な羊皮に会計記録が書き留められた。そのため，

いきおいT字型勘定くあるいは左側ベージを借方，右側ページを貸方とする両側形式

勘定〉のようにどちらかの側にたくさんの空白を残す形式を避けたので、あろ

う。複式簿記陪とってT字型勘定(あるいは両側形式勘定〕は必須条件と考え

なくともよし、。取引を資産の側面，資本の側面(他人資本，自己資本，および費

用収益の名目資本を含む〉の両面から接近し記録することのほうが大切である。

1211年の銀行帳簿では資産を代表する貸付金勘定が多く見つかり，さらに自

己資本を意味する出資金勘定が見つかったのである。その意味ではあまり素

朴で単純な簿記ではなかったことがはっきりする。

支払利子，受取利子の記録は銀行業にとってきわめて大切であるため，貸

付金記録と同様の綿密さでそれらの勘定が記録されていたであろうけれども，

それらが発見されていない。!そのため，費用，収益勘定の整備がどのように

進んでいたのか，また，それらの総括としての損益勘定の発達があったか否

か，また、それらが他の資産，負債，資本の諸勘定と有機的に結ひ、ついて複

式記入されているかどうかは未解決の問題として残る。 Lee教授によって

12日年の銀行帳簿の現存資料全部の日を通すことができたが，それでも上記

の問題の判決を下すには現存資料が銀行帳簿のうち偶然に残った2枚，計4

ページのみであったということから資料不足である。与えられた資料から貸

付金，返済金，利子記録，資本金記録がある程度わかり，かつ同じように詳

細に現金出納帳記録を行っていたで、あろうから，少なくとも複式簿記の段階

にすぐに到達するところまで発達していたといえるであろう。

13世紀における余計帳簿は1211年の銀行帳簿を中心に検討した。このほか

13世紀中には多くの会計記録が今日まで残されており，それらを検討してみ
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たが，ここでは1211年のそれと比較じ，特色のみを要約記すにとどめた。

1) Richard Brown (巴d.)，A H istor y 0 f Accounting and Accouniants， Edin-

burgh， 1905， p. 93. 


